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今月のテーマ
老人性難聴と補聴器

そこで大切なのが
「補聴器」の選び方。
順を追って
ご説明しましょう。
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耳・鼻・ノドのヘルスケア
みやはら耳鼻咽喉科プロデュース老 人性難聴は、７０代で多

くの方が感じる、加齢
による体の自然な変化です。
例えば、以下のような経験
はありませんか？
●テレビドラマなどの会話
　が聞き取りにくい。
●会話の相手が二人以上だ
　とわかりにくい。
●周りの人がはっきりと話
　していないように感じる。
どれも不便ですね。でも、自
分の状態を正確に把握して、補
聴器による正しいケアを行
えば、「聞こえ」は随分と改
善されます。

鼓膜に伝わった「音」は、耳の
奥で信号に変わって脳に伝わ
ります。この「音」を信号に変
える細胞や、信号を脳に伝え
る器官、また、言葉を聞き分け
る脳の神経細胞などが、加齢
によって衰えるのが原因です。
しかし、状態には個人差があり、
同じ大きさの音でも、聞こ
え方は人それぞれで大き
く異なります。

まずは
正しく理解
しましょう

どうして
聞こえにくく
なるの？

次頁へ
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● ● ● ●

『補聴器をつけると耳が遠いと思われる』との理由で、初めは敬遠される
方がいます。しかし、例えば運動不足が筋肉の衰えを招くように、聞こえ
にくい状態で長年過ごすと、聴覚の衰えがさらに進みます。そうなってか
ら使い始めても、補聴器の音に耳が順応しにくくなり、結果として、使用
を諦めてしまい、さらに難聴が進んでしまう、といった悪循環に陥ります。
補聴器をより効果的に使用するためには、早めの使用が大切です。

『最近、人の声や物音が聞こえにくいな。年齢のせいかな…』と思っても、
必ずしも「老人性難聴」が原因とは限りません。「病気」や「耳あか」が原
因で聞こえにくくなっている場合もあります。もし病気が原因なら治療が
必要ですし、耳あかが原因の場合は、掃除をすれば改善されます。
　自己診断ではなく、まずは耳鼻科を受診して、自分の耳の状態を正確に
把握することが大切です。また「老人性難聴」と診断されて補聴器が必要
となる場合でも、耳鼻科のアドバイスが非常に重要ですから、異常を感じ
たら、まずは耳鼻科を受診しましょう。

箱型

価格

耳かけ型

重い難聴
への対応

操作の
しやすさ 目立ち方

特　徴

耳穴型

目立つ

比較的目
立たない

目立ちに
くい

しやすい

少し細かな
操作が必要

指先で
細かな操作
が必要

対応できる

対応が
難しい場合
がある

対応でき
ない場合
がある

4～9万円

4～30万円

9～40万円

自分の「聞こえ」の状態を正確に把握することが大切です。
まずは、耳鼻科を受診しましょう。

自分の「聞こえ」の状態を正確に把握することが大切です。
まずは、耳鼻科を受診しましょう。

●日常の会話が聞き取りにくくなった。
●テレビや電話などの音声が聞き取り
　にくくなった。
などと感じたときが、補聴器を使い始める
最適な時期と言えるでしょう。

※高齢になるほど、補聴器の操作に慣れる
までに時間がかかるので、より効果的に使
うには、難聴の状態が軽度で、年齢が若い
ほどよいでしょう。

補聴器を使い始める目安は？

補聴器には主に３つのタイプがあります。
 「自分の生活環境・使用状況」に合うタイプはどれか、

それぞれの特徴を比べてみましょう。

本体とイヤホンがコード
でつながり、本体をポケ
ットに入れて使う。
服が擦れる音などが聞こ
える。

耳穴にはめて使う。
まれに耳垢で故障する
ことがある。小さいの
で紛失しやすい。

本体とイヤホンがフック
でつながり、耳にかけて使
う。種類や性能が豊富。
汗でぬれて故障すること
がある。

耳鼻科で補聴器の使用を勧められたら…。
「使い始めるタイミング」。これが、とても重要です！

補聴器にもメリットとデメリットがあります。事前によく知っておきましょう

補聴器を付けたからといって、他の方と同じように聞こえるわけではなく、決して
万能ではありません。その点を十分に理解することも必要です。

●聞きたい言葉が雑音で消えたり、ひず
　んで聞こえる場合がある。
●すべての音を大きくするため、大きな
　音はより大きく聞こえ、音が割れるこ
　とがある。

●言葉や音の刺激が脳に伝わることで、
　感情が刺激され、心豊かな生活を取り
　戻すことができる。
●聞こえることが自信に繋がり、生活に
　意欲がわく。

補聴器を使うと、どんなふうに聞こえるのでしょうか？

●メリット● ●デメリット●

ポイント
その１

ポイント
その２

ポイント
その３

ポイント
その４






